
別紙１

１　対象地区の現状

２　対象地区の課題

３　対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針

市町村名

実質化された人・農地プラン

７３．４ ha

４６．２ ha

１６．７ ha

対象地区名（地区内集落名）

徳地堀 （才谷、関、伏野上・下、中村、須路上・下、堀、上佐、上庄方、下庄方、開作、二ノ宮、漆尾）

平成31年１月

当初作成年月

平成25年２月 令和３年３月

直近の更新年月 今回の更新年月

5 中心経営体

10経営体
　①現状の経営面積合計　11.7ha
　②今後（5年後）の農地の引受けの意向　最大12.2ha
　　　（地区内において今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計②-①　0.5ha）

山口市

①地区内の耕地面積

②アンケート調査等に回答した地区内の農地所有者又は耕作者の耕作面積の合計

（備考）

６．７ ha

地域全体が高齢化しており、中心経営体がリタイアした場合に新たな担い手や後継者がいない。

各中心経営体は現在の経営面積を維持しながら、周辺の農地で対応可能な場合は集約化をする。

・新たな担い手の発掘に努める。
・すべての農地を耕作することは不可能なので、条件の良い守るべき農地を中心経営体に集約していく。
・農産物の加工に力を入れる。

③地区内における75才以上の農業者の耕作面積の合計

ⅰ　うち後継者未定の農業者の耕作面積の合計

ⅱ　うち後継者について不明の農業者の耕作面積の合計

④地区内において今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計

０．０ ha

０．５ ha

4　３の方針を実現するために必要な取組みに関する方針


